
 

 

  

 

 

 

 

 

平成 27年度当初予算 

（平成 26年度 3月補正予算を含む）のポイント 

１． 予算規模 

 

２． 重点施策ごとの予算の特色 

 

３． 主な新規事業 

 

４． 財政状況 

 

５． 予算の姿 

 

 

～ 一人ひとりを大切に  

安心、活力に満ちた久留米づくり 

“日本一住みやすいまち・久留米”を目指して～ 



１．予算規模                                   

 

平成２７年度一般会計当初予算規模は過去最大の １，３９４億円 

平成２６年度３月補正予算（経済対策事業分）を含めると約１，４５６億７千万円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区 分 平成２７年度 平成２６年度 増減 伸び率 

一般会計当初予算 1,394 億円       1,346 億 4 千万円 47 億 6 千万円 3.5％ 

当初＋３月補正 

（経済対策事業分） 

合  計 

1,456 億 7 千万円 1,407 億 4 千万円 49 億 3 千万円 3.5％ 

 

●一般会計予算の主な増要因（３月補正を除く） 

 ・扶助費の増    ：３１億４千万円 

・普通建設事業費の増：１９億１千万円 

 ・物件費の増    ： ６億３千万円 

 

●地方財政対策の概要 

（１）まち・ひと・しごと創生事業費 １．０兆円 

（２）一般財源総額 ６１．５兆円（前年度比＋１．２兆円） 

 

今回の予算は、昨年１２月に施行されたまち・ひと・しごと創生法の趣旨を踏まえ、

人口減少と地域経済の縮小の克服に対応できるように、平成２７年度当初予算と平成 

２６年度３月補正予算を一体的に編成しました。予算編成にあたっては、久留米市新総

合計画に掲げる基本理念「水と緑の人間都市」の実現へ向けて、「中期市政運営方針」

のもと、市民の皆様との協働を基本に、「一人ひとりを大切に 安心、活力に満ちた久

留米づくり」の実現に努めました。 

特に、「超高齢社会に対応した都市づくり」として公共交通利用促進や、「未来を担

う人づくり」として結婚から出産・子育てまで切れ目のない支援体制づくりに取り組む

とともに、「広域求心力づくり」として久留米シティプラザを中心に、都市型の交流拠

点づくりを推進し、平成２７年度一般会計予算は、前年度比３．５％増の１，３９４億

円となりました。 

また、地域における消費喚起策やまち・ひと・しごと創生に関して先行的に取り組む

事業などについては、国が補正予算で経済対策として措置した国庫補助金等を活用し、

平成２６年度の３月補正予算に積極的に前倒し計上しました。 

その結果、平成２７年度一般会計の当初予算及び平成２６年度の３月補正予算（経済

対策事業分）の合計は、前年度比３．５％増の１，４５６億７千万円となりました。 



２．重点施策ごとの予算の特色                           

 

（１）超高齢社会など時代を見据えた都市の構築 

  ①超高齢社会に対応した都市づくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ◆ネットワーク型のコンパクトな都市づくり 
   ◇中心拠点・地域生活拠点整備事業【新規】（８款４項１目：以下８．４．１と表記）

（予算：３，６９２千円） 

人口減少、高齢化社会の進展に対応したコンパクトな拠点市街地の形成

を推進するため、「立地適正化計画」を策定し、都市機能や居住の適正な

立地誘導を図る。 

 

 

 

 

 

中心拠点に久留米シティプラザを核とした質の高い文化芸術や広域的な交流

機能などの高度な都市機能と都市型住宅を効率的に集積するとともに、日常の

生活圏の中心となる個性ある地域の生活拠点の振興を図ります。 

また、拠点間の連携を強化するために幹線道路の整備を図るとともに、公共

交通については、地域における日常生活を支える移動手段の確保や市内外での

移動の円滑化のため、バス利用にあたっての環境整備や路線バス運行の社会実

験などに取り組み、利用の促進を図ることで、ネットワーク型のコンパクトな

都市づくりを進めます。 

あわせて、自転車の似合うまちづくりを目指して、自転車走行空間の整備を

行うなど自転車の利用促進にも取り組みます。 

 

老老介護や高齢者の社会的孤立など、深刻化する社会的問題を、行政の公助

や高齢者自らの自助努力だけで乗り切ることは困難であるため、見守りネット

ワークの推進など、地域でお互いに支え合う、共助の仕組みづくりに取り組み

ます。 

また、高齢者の生きがいや活躍の場、交流の場づくりなど、高齢者の社会参

加の促進を図るとともに、買物や通院など日常生活に困らないよう、よりみち

バスの運行など、生活支援交通の充実を図ります。 

 

○立地適正化計画策定  ２，４００千円 



   ◇公共交通利用促進事業（８．４．１）（予算：１５１，９０９千円） 

                   （３月補正予算：５，４００千円） 

既存の公共交通を維持するとともに、市域内外での円滑な移動が可能と

なるような、公共交通体系の整備を行う。 

○は平成２７年度当初予算、★は平成２６年度３月補正予算 

以下、同様に表記 

 

   ◇自転車利用促進事業（予算：５４，１８７千円） 

 

   ◇住生活推進事業（８．５．１）（予算：２３，６２５千円） 

 

◇定住誘導推進事業（２．１．１９）（予算：１８，８２９千円） 

（３月補正予算：２３，１１１千円） 

久留米市への定住を促進するため、久留米暮らしの魅力発信や移住に向

けた支援を行う。 

 

○久留米シティプラザ周辺バス停上屋整備【新規】３１，７００千円 

○バスロケーションシステム導入補助金【新規】  ６，０００千円 

○路線バス運行社会実験（北野線）【新規】     ４，４５０千円 

○低床バス導入費補助金             １，９００千円 

○鉄道利用環境整備（善導寺駅）        １５，０００千円 

★交通政策関連調査【新規】           ５，４００千円 

【ハード事業】（８．２．４）（予算：５２，８３７千円） 

自転車利用による中心拠点内の回遊性及び中心市街地へのアクセス

向上のため、ＪＲ久留米駅と西鉄久留米駅を結ぶ区間において、自転

車走行空間を整備する。 

○Ａ３号線自転車道整備（けやき通り）  ２３，５５０千円 

○Ａ５２号線自転車道整備（三本松通り） ２９，２８７千円 

 

 

○住宅リフォーム助成        ２０，０００千円 

○空き家活用リフォーム助成【新規】  ３，０００千円 

コミュニティ維持や既存ストックの有効活用を図るため、戸建て空

き家の購入者に対して、リフォームに対し助成を行う。 

 

【ソフト事業】（８．４．１）（予算：１，３５０千円） 

安全で快適に回遊でき、まちなかを楽しむことが出来る「自転車が似

合うまちづくり」を目指し、市民や来街者が気軽に自転車を利用できる

環境を構築する。 

○自転車利用促進イベント【新規】     １，３５０千円 

 

 

○転入誘導推進事業              １４，０４８千円 

○地域おこし協力隊を活用した地域情報の発信支援 ４，３３０千円 

★移住誘導奨励金【新規】           １６，７１１千円 



  ◆支えあう、共助の仕組みづくり 
   ◇支え合いの仕組みづくり事業（３．１．１）（予算：６，１９１千円） 

地域福祉計画の重点施策を効率的に実施し、計画の基本理念である「こ

ころあふれる 支え合いのまちくるめ」を実現するために、地域での支え

合いの体制づくり事業を実施する。 

 

 

  ◆高齢者の社会参画と買い物弱者対策など生活支援の充実 
   ◇生活支援交通整備事業（８．４．１）（予算：３４，００５千円） 

公共交通の利用が不便な地域の移動手段の確保のため、新たな生活支援

交通策として、よりみちバス等を運行する。 

 

   ◇買い物弱者対策事業（７．１．２）（３月補正予算：８００千円） 

地域住民の買い物利便性の向上を図るため、地域が一体となって取り組

む買い物弱者対策への支援を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○地域福祉支援システムの導入   ３，４９３千円 

○災害時要援護者支援プランの推進 １，９４４千円 

○見守りネットワークの推進      ７５４千円 

○生活支援交通（よりみちバス）運行委託 ２８，８００千円 

○地域交通対策事業費補助金 

（コミュニティタクシー）         ２，５００千円 

 

★買い物支援連携事業費補助金【新規】 ８００千円 

 



 

○その他の主な事業 

事業名 款 項 目   事業費（単位：千円） 

○ネットワーク型のコンパクトな都市づくり 

筑後川堤防道路事業 8 2 3   119,200 

中心市街地再整備事業 8 4 1   621,324 

都市計画関連調査事業 8 4 1   6,095 

【新規】幹線道路整備促進事業 8 4 1   4,000 

コミュニティサイクル利用促進事業 8 4 1   14,600 

【新規】市営住宅跡地活用事業 8 5 2   23,006 

○支えあう、共助の仕組みづくり 

【新規】地域コミュニティ活動活性化支援事業 2 1 19   467 

市民活動・ネットワーク形成支援事業 2 1 19   41,566 

キラリ輝く市民活動活性化事業 2 1 19   50,450 

成年後見推進事業 3 1 1   22,515 

○高齢者の社会参画と買い物弱者対策など生活支援の充実 

老人いこいの家整備・運営事業 3 1 1   38,912  

高齢者社会参加促進事業 3 1 1   2,519 

【新規】高齢者の現役活躍促進事業 5 1 1  《３月補正》 685 

 

※その他の主な事業については、他のページの事業と重複して掲載しているものがあります。 



  ②未来を担う人づくり 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ◆少子化対策の推進 
   ◇結婚・妊娠・出産・子育て希望支援事業（３．２．１）（予算：１，８２７千円） 

結婚を希望する男女等に対し、将来の結婚・妊娠・出産をイメージでき

るような情報提供や講演会の開催を行う。 

また、妊娠期から出産後までの切れ目のない相談体制の整備と子育てサ

ービス利用のコーディネート機能の強化を図る。 

 

   ◇母子保健事業（４．１．１）（予算：３９０，６０１千円） 

結婚・妊娠・出産・子育ての各段階に対応した必要な支援を総合的に進め、

妊娠期から子育て期までの切れ目のない支援を行います。 

具体的には、若い世代への結婚・出産に関する情報提供の実施や子どもに関

する総合相談窓口の設置、認可保育所の増改築など施設整備による待機児童ゼ

ロの体制構築、入所児童数の増加に対応する学童保育所の整備及び子ども・子

育て支援新制度への対応を確実に行うことにより、結婚・妊娠・出産・子育て

の希望がかなうまちを目指します。 

 

教育の面では、子どもたちの「生きる力」を育む豊かな心の涵養や学力向上

コーディネーターの設置による学力向上、不登校対策、いじめゼロ対策に取り

組みます。また、地域と家庭、学校が連携して子どもの成長を支えるため、コ

ミュニティ・スクール（久留米版）を推進します。 

また、子どもの将来がその生まれ育った環境によって左右されないよう、必

要な環境整備や、子どもや保護者に寄り添う支援に取り組むなど、子どもの貧

困対策を進めます。 

 

 

○結婚を希望する男女の将来設計に関するセミナー等 

８３０千円 

○子育て便利マップ            ７００千円 

○（仮称）子ども総合相談事業【新規】    ２９７千円 

○妊婦歯科健康診査 ６，０２１千円 

低出生体重児の出産リスクの軽減を図るため、妊娠期における歯

科健康診査を実施する。 

○母子訪問強化事業   ４１８千円 

複雑多様化する母子保健の相談ニーズに適切に対応するため、相

談業務従事者の訪問スキル向上と関係機関のネットワーク強化を進

める。 

○乳幼児健診   ７３，７６６千円 

○妊婦健診   ２８０，５４０千円 



   ◇認定こども園一時預かり事業（教育認定）【新規】（３．２．１） 

（予算：３７，０９６千円） 

安心して子育てができる環境づくりのため、認定こども園が行う一時預

かり事業に対して助成を行う。 

 

◇施設整備費補助金（３．２．１）（予算：３７４，２５０千円） 

（３月補正予算：１６２，７２６千円） 

保育施設の充実を図るため、保育所および認定こども園の増改築等に対

し、その経費の一部を助成する。 

 

   ◇歯科保健指導事業【新規】（１０．１．２）（予算：９４８千円） 

学校歯科医の指導のもとに、歯科衛生士を小学校へ派遣し、正しいブラ

ッシング・知識の習得を目的とした歯科保健指導を行う。 

 

   ◇学童保育所整備事業（３．２．４）（予算：８５，４１５千円） 

子育て支援の充実を図るため、利用児童の増加で狭あい化している学 

童保育施設の増築等を行うほか、施設の修繕等を行う。 

新制度における保育定員数 

【認可保育所】 

【（幼保連携型・幼稚園型・保育所型）認定こども園】 

平成２６年度末： （９５人増）８，６０１人 

平成２７年度末：（２８５人増）８，８９６人 

※繰越事業による定員増を含む 

【認可保育所】 

○増改築等 （２園：２０名）（予算：３６５，２５０千円） 

○大規模改修（３園） 

★増改築等 （１園：３０名）（３月補正予算：１６２，７２６千円） 

【幼稚園型認定こども園】  

○新築   （１園：１０名）（予算：９，０００千円） 

 

○歯科保健指導業務委託 ９４８千円 

○犬塚校区（増築） ３９，８９１千円 

（４０名増：４０名→８０名） 

○日吉校区（改築） ４１，０５１千円 

（５０名増：７０名→１２０名）※平成２７～２８年度継続事業 

○篠山校区（設計委託） １，４６７千円 

定員数 

  平成２６年度末：７４クラブ ３，８３０人 

  平成２７年度末：７５クラブ ３，８７０人 

 



  ◆生きる力を育む教育の充実 
   ◇小学校くるめ学力アップ推進事業（１０．２．２）（予算：４６，３３９千円） 

 

   ◇中学校くるめ学力アップ推進事業（１０．３．２）（予算：２９，００５千円） 

                        （３月補正予算：４，８６０千円） 

 

  ◇コミュニティ・スクール（久留米版）推進事業【新規】 

地域学校協議会を中心として学校・家庭・地域の連携を強化し、「開か

れた学校づくり」に向け、地域や学校の特性を活かした協働の取り組みを

進める。 

 

   ◇非行を生まない社会づくり事業（３．２．７）（予算：９，２１２千円） 

地域全体で子どもたちを見守り育てていく社会の実現のため、保護者や

地域、関係機関、団体と連携し、少年の非行、犯罪防止や子どもの安全確

保などに取り組む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○少年非行・薬物乱用防止対策  ７３４千円 

○健全育成・安全確保対策  １，５４４千円 

○立ち直り支援対策     ６，６７１千円 

○小学校少人数授業の実施 ４２，５６２千円 

○学習習慣定着支援事業   ３，７７７千円 

○学力向上コーディネーターの配置【新規】 ２７，４９７千円 

教務担当主幹教諭を、学力向上の核となって企画・立案及び調整

等を行うコーディネーターとして指名するため、非常勤講師を配置

する。 

○学習習慣定着支援事業     １，５０８千円 

★くるめっ子塾運営委託【新規】 ４，８６０千円 

 

【小学校】（１０．２．２） （予算：１８，８６５千円） 

○地域学校協議会         ４，１４０千円 

○コミュニティ・スクール交付金 １４，４９５千円    

【中学校】（１０．３．２）  （予算：７，９８６千円） 

○地域学校協議会         １，５３０千円 

○コミュニティ・スクール交付金  ６，３７１千円 



◇学校校舎改築事業 

耐力度調査の結果に基づき、老朽化した学校施設の改築を実施する。 

 

   ◇校舎等長寿命化事業 

学校施設の長寿命化を図るために、校舎等の外壁改修や防水工事等を実

施する。 

 

 

  ◆子どもの貧困対策 
◇生活困窮者自立支援事業【新規】（３．１．１）（予算：１２，１１１千円） 

     生活保護に至る前の段階の自立支援策を強化するため、「生活困窮者自

立支援法」が施行されることに伴い、生活困窮家庭等の子どもに対して就

学支援を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

○小学校（１０．２．１）（予算：５５６，２１５千円） 

 （外壁９校、防水６校、屋体外部改修１校、便所７校 など） 

○中学校（１０．３．１）（予算：２９５，１４８千円） 

 （外壁３校、防水１校、便所６校 など） 

○特別支援学校（１０．４．１）（予算：４０，２６８千円） 

 （外壁、便所） 

○高等学校（１０．５．１）（予算：１９２，２３３千円） 

 （外壁２校、防水１校、便所２校、グラウンド改修１校 など） 

○就学支援事業        １２，１１１千円 

【小学校】（１０．２．３）（予算：２６３，９２５千円） 

（３月補正予算：５１７，４６３千円） 

○日吉小学校：改築工事、監理委託料 １２９，３６５千円 

★日吉小学校：改築工事、監理委託料 ５１７，４６３千円 

○篠山小学校：実施設計        ７９，８９５千円 

○京町小学校：基本設計        ３４，３７０千円 

○荘島・金丸小学校：耐力度調査    １５，３９２千円 

【中学校】（１０．３．３）（予算：１０４，６４４千円） 

（３月補正予算：４１５，５５９千円） 

○屏水中学校校舎改築工事、監理委託料 １０３，８９０千円 

★屏水中学校校舎改築工事、監理委託料 ４１５，５５９千円 



 

 ○その他の主な事業 

事業名 款 項 目   事業費（単位：千円） 

○少子化対策の推進             

障害児・者発達支援事業 3 1 1   3,560 

私立保育所運営費助成事業 3 2 1   226,002 

認定こども園運営費助成事業 3 2 1   42,963 

子育て世帯臨時特例給付金給付事業 3 2 1    157,892 

【新規】保育所・認定こども園職員研修事業 3 2 1   183 

すくすく子育て２１事業 3 2 1   4.400 

【新規】子ども発達支援センター機能整備事業 3 2 1   27,801 

 〃     《３月補正》 2,340 

学童保育所運営事業 3 2 4   386,171 

【新規】公立保育所給食調理委託事業 3 2 4   10,939 

生涯を通じた女性の健康支援事業 4 1 1    1,071 

小児救急医療事業 4 1 1   10,750 

○生きる力を育む教育の充実             

不登校対応総合推進事業 10 2 2 など  35,240 

○子どもの貧困対策             

ひとり親家庭等就業・自立支援事業 3 2 3   3,127 

 

 ※その他の主な事業については、他のページの事業と重複して掲載しているものがあります。 

 



（２）幸せを実感できる市民生活の実現 

  ①人権の尊重、男女共同参画のまちづくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ◆人権の尊重と人権擁護の地域づくり 
   ◇全市的な人権啓発事業の推進（１０．６．１）（予算：１０，５９７千円） 

人権意識の高揚、確立を図るため、同和問題啓発強調月間や人権尊重週

間で講演会等の啓発事業を行う。 

 

   ◇地域人権啓発の推進（３．１．１）（予算：１０，８１０千円） 

人権意識の高揚、確立を図るため、小学校区の人権啓発推進協議会の活

動を通して、校区における人権啓発を推進する。 

 

 

  ◆男女共同参画の推進 
   ◇ＤＶ・性暴力対策推進事業（２．１．１６）（予算：２，５２７千円） 

     急性期の性暴力被害者に対し、被害者の立場に立った支援を総合的に提

供できるように、ワンストップ機能を持つ相談体制を構築する。 

 

   ◇女性の就労環境整備事業【新規】（５．１．１）（３月補正予算：２，９８０千円） 

     出産、育児等で離職した女性の再就職を支援するセミナーの実施等によ

り、女性の働く力の獲得を支援する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一人ひとりの市民が人権意識を高め、互いの個性を尊重し合い、相手を理解して

共に生きる社会の形成を進めるとともに、差別事件や虐待事件等から市民の人権を

擁護する対策に積極的に取り組みます。 

また、男女共同参画社会の実現に向けて、女性の市政への参画をはじめ、地域活

動における男女共同参画の促進、農業をはじめ各分野における女性の人材育成、女

性の就労支援、ＤＶ対策の充実などに取り組みます。 

 

○性犯罪被害者の支援の充実【新規】 ８２４千円 

○ＤＶ対策事業         １，７０３千円 



 ○その他の主な事業 

事業名 款 項 目   事業費（単位：千円） 

○人権の尊重と人権擁護の地域づくり            

人権・同和対策事業 3 1 1    64,974 

成年後見推進事業《再掲》 3 1 1    22,515 

児童虐待対策事業 3 2 1    3,973 

学校人権・同和教育事業 10 1 2    29,618 

小学校人権・同和教育実践研究事業 10 2 2    1,750 

中学校人権教育・啓発推進事業 10 3 2   7,110 

○男女共同参画の推進            

男女平等推進センター事業 2 1 16    13,847 

【新規】女性活躍促進事業 2 1 16    917 

ＤＶ被害者支援事業 3 1 1    808  

ＤＶ対策支援事業 3 1 1    1,600  

生涯を通じた女性の健康支援事業 4 1 1    1,071 

 

 ※その他の主な事業については、他のページの事業と重複して掲載しているものがあります。 

 

 



  ②健康で安心して暮らせるまちづくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ◆健康寿命の延伸 
   ◇健康のびのびプロジェクト事業（４．１．１）（予算：２，６７２千円） 

                     （３月補正予算：６，４６３千円） 

第２期「健康くるめ２１」計画の基本目標に掲げる「健康寿命の延伸」

を図るため、生活習慣病の発症予防と重症化予防などを基本視点として、

身体活動・運動の推進や健診の受診率向上など、一次予防に重点を置いた

取り組みを強化する。 

 

   ◇健康ウォーキング事業（４．１．１）（予算：３，０００千円） 

市民の自主的な健康づくりを目的に、各校区コミュニティ組織等が実施

するウォーキング活動に対して支援を行う。 

 

  ◆保健、福祉の充実 
   ◇障害者社会参加支援事業（３．１．１）（予算：１１，９７７千円） 

 

 

 

 

市民一人ひとりの心身の状況に応じた健康づくりを地域や関係団体等と連携し

取り組むとともに、生活習慣病の発症予防とラジオ体操やウォーキングなどの運動

を推進することで、一次予防を充実し、健康寿命の延伸に取り組みます。 

また、介護や生活支援、各種相談など生活に密着した保健、福祉を充実し、あわ

せて、障害者差別解消法施行に向けた取り組みを行うことで、高齢者や障害者など

誰もが安心して暮らせるまちづくりを進めます。 

 

○ラジオ体操推進事業           ４６３千円 

・ラジオ体操指導者養成事業【新規】２００千円 

○健康くるめ２１フェスタ事業     １，０５９千円 

○健康推進ボランティア養成事業      ８０９千円 

★コールセンター事業【新規】     ６，４６３千円 

 

○手話奉仕員・要約筆記奉仕員派遣委託 ４，０１８千円 

障害者差別解消法の施行に向けて、手話通訳・要約筆記派遣者の

拡充を行う。 

○盲ろう者通訳介助員養成研修【新規】   ３５０千円 

  重度の視覚障害と聴覚障害の重複障害があるかた向けの通訳介助

員を養成する。 



   ◇障害者権利擁護推進事業（３．１．１）（予算：４，４４９千円） 

障害のある人の権利が守られ、誰もがその人らしく安心して暮らし続け

ることができるまちの実現のため、差別や虐待を無くすための取り組みや

啓発事業等を行う。 

 

◇生活困窮者自立支援事業【新規】（３．１．１）（予算：２２，０１１千円） 

生活保護に至る前の段階の自立支援策を強化するため、「生活困窮者自

立支援法」が施行されることに伴い、生活困窮者の自立に関する相談支援

等を行う。 

 

 

 ○その他の主な事業 

事業名 款 項 目   事業費（単位：千円） 

○健康寿命の延伸            

地域医療連携事業《再掲》 4 1 1   1,623 

 〃     《３月補正》 9,912 

健康増進事業 4 1 2   542,989 

山苞の道歩道等整備事業 8 2 3   20,000 

自転車利用促進事業《再掲》 8 2 4 など  54,187 

コミュニティサイクル利用促進事業《再掲》 8 4 1   14,600 

【新規】まちなかの歩きたくなる道づくり事業《再掲》 8 4 1   3,000 

住区基幹公園整備事業 8 4 4   129,500 

【新規】市民スポーツ推進事業《再掲》 10 7 1   1,471 

総合型地域スポーツクラブ支援事業 10 7 1   1,538 

○保健、福祉の充実            

社会福祉施設整備・運営費助成 3 1 1   251,638 

ひとり親家庭等就業・自立支援事業《再掲》 3 2 3   3,127 

こころのケア対策推進事業 4 1 1    1,734 

自殺予防対策事業 4 1 1   2,326 

特定感染症予防対策事業 4 1 2   9,110 

 

 ※その他の主な事業については、他のページの事業と重複して掲載しているものがあります。 

 

 

○知的・精神障害者成年後見・相談事業  ８０６千円 

○障害者虐待防止対策支援事業    ３，３１６千円 

○障害者差別解消法普及啓発事業【新規】 ３２７千円 

○生活困窮者自立相談支援事業 １５，２４３千円 

○住居確保給付金        ４，５３８千円 



  ③安全に暮らせるまちづくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ◆国際基準の安全、安心のまちづくり 
   ◇学校周辺安全対策事業（８．２．４）（予算：１０１，６９５千円） 

児童の通学時における安全を確保するため、学校周辺における路側帯の

カラー舗装や通学路の整備を行う。 

 

   ◇地域医療連携事業（４．１．１）（予算：１，６２３千円） 

（３月補正予算：９，９１２千円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

交通安全、子どもの安全、高齢者の安全、犯罪の予防、自殺予防、防災を重点

６分野としたセーフコミュニティによる国際基準の安全・安心のまちづくりをソ

フト・ハードの両面から市民との協働で進めます。 

また、急な病気や不慮の事故などから命を守る救急医療について、医療機関などと

連携して、体制を強化します。 

さらに、東日本大震災や九州北部豪雨を教訓に、避難所表示板の設置やハザー

ドマップの作成など、災害に強い都市づくりを進めます。 

環境問題への対応としては、環境への負荷が少ないエネルギー政策やごみの減

量・分別リサイクルを推進するとともに、環境関連産業の支援や北部一般廃棄物

処理施設を活用した環境学習の支援や環境啓発の強化を図ります。 

 

○学校周辺安全対策      ４２，７００千円 

○通学路安全対策       １３，７００千円 

○ゾーン３０整備（荘島地区） １８，７００千円 

★ドクターカー試験運行事業費負担金 ９，９１２千円 

重症患者の救命率の向上や後遺症の軽減を図るため、久留米広域

消防本部及び久留米大学病院と連携し、ドクターカーの試験運行を

行う。 



  ◆災害に強い都市づくり 
   ◇防災対策強化事業（８．１．１）（予算：５２，９８１千円） 

東日本大震災や九州北部豪雨災害等の教訓や課題を踏まえ、市の防災対

策の点検・検証を行い、課題解決のために施策の充実を図る。 

  

◇東部河川防災ステーション整備事業【新規】（８．３．２） 

（予算：２，０００千円） 

筑後川の水害発生時に水防活動拠点として、備蓄倉庫や避難場所等を備

えた河川防災ステーションを整備する。 

 

   ◇市街地浸水対策事業【新規】（８．３．２）（予算：２，２００千円） 

集中的な豪雨などによる浸水被害を軽減するため、内水ハザードマップ

を作成し、浸水被害の情報を提供する。 

   

 

◆環境問題への対策強化 
  ◇北部一般廃棄物処理施設建設事業（４．２．４）（予算：４，５９９，１１６千円） 

                    （３月補正予算：４，４９９，２７５千円） 

長期安定かつ安全なごみ処理体制の確立のため、環境への負荷を低減し、

高度な安全性と安定性を確保した循環型ごみ処理施設を建設する。 

 

◇新エネルギー政策推進事業【新規】（４．３．１） 

（３月補正予算：６，１３７千円） 

エネルギー利用効率を高めＣＯ２削減を促進するエネファームの普及促進を図

るとともに、市の地域特性に適した新エネルギーについて調査・研究を行う。 

 

 

 

  

○情報収集・伝達の充実・強化 ２２，９７６千円 

○避難支援機能の充実・強化  １８，４０１千円 

○避難所表示板設置【新規】   ９，５８１千円 

○東部河川防災ステーション整備基本設計 ２，０００千円 

○内水ハザードマップの作成 ２，２００千円 

○ＤＢＯ（設計・建設・管理運営）事業  ２，２５３，５６９千円 

○管理棟・リサイクルセンター・外構整備 ２，１５９，４２６千円 

（平成２５年度～２７年度 継続費    ３，８３４，０３９千円） 

★ＤＢＯ（設計・建設・管理運営）事業  ４，４９９，２７５千円 
 

★住宅用エネルギーシステム導入費補助金 ６，０００千円 
 



○その他の主な事業 

事業名 款 項 目   事業費（単位：千円） 

○国際基準の安全、安心のまちづくり            

セーフコミュニティ推進事業 2 1 19    6,970 

地域の体感治安向上事業 2 1 19   4,601 

安全安心な農村環境づくり事業 6 1 5   6,530 

○災害に強い都市づくり            

市有建築物保全整備事業（耐震化推進） 2 1 19 など  25,863 

耐震改修促進事業 8 1 2   11,469 

予防的道路補修事業 8 2 2   283,000 

橋りょう長寿命化事業 8 2 5   128,000 

橋りょう耐震補強事業 8 2 6   326,500 

【新規】消防施設等拡充事業 9 1 3   96,786 

○環境問題への対策強化            

ごみ減量分別・リサイクル推進事業 4 2 2   1,141,595 

環境まなびのまちづくり事業 4 3 1    7,002 

環境負荷低減行動推進事業 4 3 1   12,677 

環境美化促進事業 4 3 1   1,811 

【新規】環境関連産業支援事業 4 3 1  《３月補正》 1,521 

 

 ※その他の主な事業については、他のページの事業と重複して掲載しているものがあります。 

 

 



④文化芸術、スポーツを活かしたまちづくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ◆文化芸術の振興 
   ◇石橋美術館事業【新規】（１０．６．１）（予算：１１８，９００千円） 

                  （３月補正予算：６３９，８０６千円） 

平成２８年１０月に石橋美術館の運営が、市へ移行することに伴い、新

たな美術館としてのビジョン・コンセプトに基づく円滑な管理運営体制を

構築する。 

 

 

  ◆スポーツの振興 
   ◇総合武道館整備事業（１０．７．２）（予算：１０６，１７９千円） 

久留米スポーツセンター内の体育館及び武道館、弓道場の一体的な改築

を福岡県と連携して行い、総合的な体育施設を整備する。 

 

   ◇市民スポーツ推進事業【新規】（１０．７．１）（予算：１，４７１千円） 

市民が主体的にスポーツと触れ合う、校区を中心とした新しい仕組みを

提供し、気軽にスポーツを楽しめる環境を整備する。 

 

 

 

久留米シティプラザや石橋美術館を最大限に活用して、音楽や演劇、展覧会など

の楽しみを創り出しながら、市民が主役になった文化芸術活動の支援を進めていき

ます。また、音楽を活かして人とまちを元気にするような音楽があふれるまちづく

りを進めます。 

また、スポーツの振興は、久留米スポーツセンター内の総合的な体育施設の整備

に取り組むとともに、気軽にスポーツが楽しめる環境の整備を行うなど、生涯を通

じた健康づくりに向けた市民スポーツの振興に取り組みます。 

 

○美術品購入費       １００，０００千円 

○美術振興基金積立金     １６，０００千円 

★美術振興基金積立金    ６３５，０００千円 

★美術館活用業務委託      １，８０６千円 

★特別展事業費補助金      ３，０００千円 

○実施設計委託負担金        ３４，８２９千円 

○武道館・弓道場解体工事負担金   ７０，４９２千円 

○スポーツプログラム講師謝金     ４１５千円 

○プログラム告知チラシ・ポスター印刷 ６００千円 

 



 ○その他の主な事業 

事業名 款 項 目   事業費（単位：千円） 

○文化芸術の振興            

音楽によるまちづくり推進事業 10 6 1   19,522 

○スポーツの振興            

住区基幹公園整備事業《再掲》 8 4 4   129,500 

総合型地域スポーツクラブ支援事業《再掲》 10 7 1   1,538 

スポーツ大会振興事業 10 7 1   9,246 

 

 ※その他の主な事業については、他のページの事業と重複して掲載しているものがあります。 

 

 



（３）住み続けたいと思える、住み続けられる地域社会の形成 

  ①特長を活かした地域産業の元気づくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ◆職業として選択できる農業の実現 
   ◇担い手経営力強化事業（６．１．３）（予算：６，９７１千円） 

                    （３月補正予算：１１，５００千円） 

 

   ◇農地中間管理事業【新規】（６．１．３）（予算：１６５，９００千円） 

担い手への農地集積を促進するため、農地の中間的受け皿となる農地中

間管理機構を通じた農地の貸借等を支援する。 

 

   ◇園芸農業等総合対策事業（６．１．３）（予算：４５９，３５１千円） 

久留米市の園芸農業が高い収益性と活力ある産地を形成し、持続的発展

を図るため、先進技術の導入や省力機械等の整備にかかる経費の一部を助

成する。 

担い手への農地集積や経営基盤強化の推進をはじめ、久留米産農産物のブランド

化等の販売力強化に取り組むとともに、地域活性化と緑花木産業の振興を図るた

め、みどりの里づくり事業に取り組むなど、職業として選択できる魅力ある農業を

目指します。 

商工業については、既存産業の技術革新、高付加価値化や新産業の創出、農商工

連携を進めるとともに、アジアへの販路開拓の支援など、地域産業の元気づくりに

取り組みます。また、自動車関連産業など戦略的企業誘致を一層推進するとともに、

その受け皿となる新しい産業団地の整備計画づくりに取り組みます。 

 

○力強い水田農業確立事業費補助金 ６，７５０千円 

法人組織の経営基盤を強化するために、大規模化や経営多角化等

に要する経費を助成する。 

★集落営農法人化支援事業費補助金     １０，５００千円 

★園芸作物導入支援事業費補助金【新規】   １，０００千円 

○農地集積・集約化対策事業費補助金 １５０，９００千円 

○力強い水田農業確立事業費補助金（農地集積交付金） 

   １５，０００千円 

○活力ある高収益型園芸産地育成事業費補助金 ４４９，１５５千円 



◇久留米産農産物の販売力強化事業（６．１．３）（予算：５，７０１千円） 

（３月補正予算：１１，７９７千円） 

農業所得の向上を図るため、久留米産農産物のブランド化、農産物輸出、

６次産業化や農商工連携などにより、久留米産農産物の販売力を強化する。 

 
   ◇みどりの里づくり事業（６．１．３）（予算：４８，１９６千円） 

地域活性化と緑花木産業の振興を目指し、みどりの里づくりエリアに存在する

地域資源を活用した取り組みを実施する。 

 

 

  ◆商工業の元気づくり 
   ◇新産業・新技術支援事業（７．１．２）（予算：２９，１９１千円） 

（３月補正予算：２５０千円） 

地元中小企業の技術革新を促進するため、中小企業と他企業、研究機関

を引き合わせるコーディネート支援を行い、研究開発プロジェクトを推進

し、重点産業分野等の新事業創出を目指す。 

 

◇産業振興奨励金（７．１．２）（予算：５６８，５１２千円） 

（３月補正予算：１６，０００千円） 

地域産業の振興や雇用の創出を図るため、オフィス系企業が市内に立地

する際の支援を行う。 

 

○産業技術振興事業費補助金    ２４，０００千円 

○新技術・地域資源開発事業費補助金 ３，０００千円 

★課題解決型産業支援業務委託【新規】  ２５０千円 

○農商工連携推進事業            ３，７００千円 

○農産物ブランド化推進事業           ９００千円 

★ブランド化推進事業費補助金        ２，５２０千円 

★農産物輸出調査研究費補助金        ３，８５７千円 

・輸出に取り組む団体等への支援【新規】１，０００千円 

★６次産業化推進事業費補助金        ３，０００千円 

○みどりの里地域活性化事業      ４，７９３千円 

 ・みどりの里づくり経済活性化支援事業等調査業務委託【新規】 

１，５００千円 

○みどりの里整備事業        ２８，０４１千円 

 

○産業振興奨励金        ３８５，５３７千円 

○グリーンアジア国際戦略総合特区交付金 

１８２，９７５千円 

★産業振興奨励金【新規】     １６，０００千円 



◇創業支援事業（７．１．２）（予算：１３８，７６４千円） 

（３月補正予算：２４，４５５千円） 

創業を促進し、地域経済の活性化を図るため、創業に係る資金調達、経

営支援、関係機関ネットワーク体制構築による総合的支援など、多面的な

創業支援を行う。 

 

◇地域商業支援事業（７．１．２）（予算：３，０００千円） 

（３月補正予算：４１６，６２０千円） 

個人消費を一層喚起し、地域経済の活性化を図るために、商工会議所・

商工会が行うプレミアム付き商品券の発行を支援する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○中小企業新規開業資金預託金  １３５，０００千円 

★まちなかインキュベーション施設整備 

                ２０，４００千円 

★起業家支援事業費補助金        ４５０千円 

★商品券発行事業費補助金    ４１６，６２０千円 

《販売額》２，７００，０００千円 

商工会議所：１５億円、南部商工会：６億円、 

東部商工会：４億円、田主丸町商工会：２億円 

※商工会議所は平成２５年度の１．５倍、３商工会は２倍の販売額 

※プレミアム率：２０％ 



○その他の主な事業 

事業名 款 項 目   事業費（単位：千円） 

○職業として選択できる農業の実現            

青年・女性農業者育成事業 6 1 3    99,362 

新農業政策構築事業 6 1 3   1,295 

土づくり推進対策事業 6 1 4   4,364 

農業用施設維持管理事業 6 1 5   216,446 

 〃     《３月補正》 22,800 

生産基盤整備事業 6 1 7   171,693 

○商工業の元気づくり            

若年者雇用安定促進事業 5 1 1   5,408 

バイオ産業振興事業 7 1 2    59,225 

地域企業育成事業 7 1 2   36,352 

企業誘致推進事業 7 1 2   8,457 

海外ビジネス展開促進事業 7 1 2   4,070 

 〃     《３月補正》 1,500 

【新規】伝統産業支援事業 7 1 2  《３月補正》 3,000 

インバウンド推進事業 7 1 4   1,671 

 

 ※その他の主な事業については、他のページの事業と重複して掲載しているものがあります。 

 

 



②広域求心力づくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆都市型交流拠点づくり 
   ◇久留米シティプラザ整備事業（１０．６．８など） 

（予算：７，９９８，４５０千円） 

「文化芸術振興の拠点」、「広域交流促進の拠点」、「六ッ門地区の商業拠

点」、「賑わい交流の拠点」の４つの機能を併せ持つ、県南の中核都市久留

米のランドマーク施設となる複合施設を整備する。 

 

   ◇久留米シティプラザ開館準備事業（１０．６．１）（予算：２２４，２５５千円） 

久留米シティプラザに対する市民の認知や期待感および来場意欲の向

上を図るため、久留米シティプラザ開館へ向けた準備を進めるとともに、

プレ事業や広報等の情報発信を実施する。 

 

 

 

 

久留米シティプラザをはじめとした都心部の様々な都市空間を活用し、シン

ボルロードの整備や久留米シティプラザの開館準備に向けた取り組みを進める

など、人々が良質な刺激を与え合う都市型の交流拠点づくりを推進します。 

観光においては、歴史、文化、自然など地域ごとに様々な個性的魅力を持つ

久留米市のポテンシャルを活かした地域密着観光やアジアからの観光客誘致な

どを戦略的に展開しながら、まちなかの歩きたくなる道づくりに取り組むなど、

観光・交流都市としての飛躍を目指します。 

また、連携中枢都市圏の取り組みを含めた近隣市町との連携により、医療な

どの広域的高次都市機能を充実するとともに、地域課題に応じた都市間連携の

取り組みを推進します。 

 

○久留米シティプラザ整備工事（９番街区） 

監理委託（８、９番街区）       １，２０８，７９８千円 

○六ッ門８番街地区第一種市街地再開発事業参加組合員負担金 

                    ４，９１２，４６４千円 

○備品関係（備品購入・作成業務委託）    ９７８，７２６千円 

○消耗品等                   ８１，２６０千円 

○市街地再開発事業費補助金（８．４．１）  ７５６，０００千円 

 

○情報発信事業（広告【新規】など） ２３，８８１千円 

○プレ事業             １３，７３１千円 

○チケット管理システム【新規】      ６３３千円 

○シティプラザ事業誌発刊【新規】   ６，４８０千円 



 

◇まちなか賑わい創造事業（７．１．２）（３月補正予算：２０，８５６千円） 

まちなかの賑わいづくりに繋がる地域物産店づくりや学生コンペティ

ション事業にかかる経費の一部を助成する。 

 

   ◇シンボルロード整備関連事業【新規】（８．４．１）（予算：５２，０００千円） 

ＪＲ久留米駅から西鉄久留米駅までの通りを「くるめシンボルロード」

として位置づけ、久留米シティプラザ周辺において、安全・快適で賑わい

のある空間整備を行う。 

 

   ◇駐車場情報提供事業【新規】（８．４．１）（予算：３５，８５９千円） 

久留米シティプラザの開業に向けて、中心市街地における主要な駐車場

情報を、カーナビ等の情報端末に配信する駐車場情報提供システムを構築

する。 

 

 

◆観光・交流都市への飛躍 
   ◇地域密着観光事業（７．１．４）（予算：７，７５４千円） 

交流人口の拡大と地域経済の活性化を目指し、市民と行政が協働し、魅

力ある地域資源を活用した周遊型ツーリズムを推進する。 

 

   ◇まちなかの歩きたくなる道づくり事業【新規】（８．４．１） 

（予算：３，０００千円） 

まちなかの回遊性の向上を図るため、くるめシンボルロードの周辺に点

在する歴史資源や文化資源を繋ぎ、安全で快適な歩行空間（プロムナード）

を整備する。 

 

   ◇歴史ルートづくり事業（１０．６．１）（予算：１５，１０４千円） 

豊かな歴史･文化・自然を育む高良山と地域資源豊富な耳納山麓エリア

を一体的に捉え、「いつでも、何度でも訪れたくなる」ルートづくりを推

進する。 

 

 

 

 

○歩道用照明整備 ５２，０００千円 

 

○地域おこし協力隊制度活用事業【新規】 ４，９２８千円 

○地域密着観光推進支援補助金      ２，７１６千円 

 

○歴史ルートづくりアドバイザー謝金【新規】   ３３千円 

○施設管理委託料             ８，２５８千円 

★まちなか賑わいづくり支援事業費補助金 ２０，８５６千円 



 

  ◆広域拠点都市づくり 
  ◇連携中枢都市圏推進事業【新規】（２．１．７）（予算：５，７８０千円） 

定住自立圏から連携中枢都市圏への移行に向けて、国の「新たな広域連

携モデル構築事業」に取り組む。 

 

 

 ○その他の主な事業 

事業名 款 項 目   事業費（単位：千円） 

○都市型交流拠点づくり            

【新規】くるめシンボルロードＷｉ－Ｆｉ環境構築事業 2 1 12  《３月補正》 23,867 

中心部商業活性化事業 7 1 2   26,343 

六ツ門地区再整備推進事業 8 4 1   757,664 

○観光・交流都市への飛躍            

くるめの魅力発信推進事業 2 1 19   12,987 

 〃     《３月補正》 17,479 

国際交流組織強化事業 2 1 19   33,452 

観光プロモーション推進事業 7 1 4   16,434 

インバウンド推進事業《再掲》 7 1 4   1,671 

【新規】ＭＩＣＥ誘致推進事業 7 1 4 など 《３月補正》 8,508 

みどりの里地域活性化事業 7 1 4   3,000 

山苞の道歩道等整備事業《再掲》 8 2 3   20,000 

都市景観形成促進事業 8 4 1   2,407 

【新規】中心市街地拠点緑化整備事業 8 4 5   20,000 

花とみどりの景観整備事業 8 4 5   7,522 

歴史博物館整備検討事業 10 6 1   11,924 

筑後国府跡歴史公園整備事業 10 6 1   82,365 

○広域拠点都市づくり            

学術研究都市推進事業 2 1 7   3,169 

【新規】行政データ利用促進事業 2 1 12  《３月補正》 14,580 

 

 ※その他の主な事業については、他のページの事業と重複して掲載しているものがあります。 

○連携中枢都市圏ビジョン策定 ５，１５６千円 

 

 



（４）その他の主な事業 

   ◇広報戦略推進事業【新規】（２．１．２）（予算：２，４１５千円） 

市民とのさらなる市政情報の共有化を図るため、フリーペーパーへの情

報掲載やフェイスブック等を活用して、久留米の魅力ある情報を発信する。 

 

   ◇地方公会計推進事業（２．１．４）（予算：１９，６５６千円） 

 

   ◇公共施設の総合的・計画的な管理推進事業【新規】（２．１．６） 

（予算：４，８４４千円） 

公共施設の総合的かつ計画的な管理に関する計画の策定や、建築物を主

体とする施設の総量縮減と質の維持向上に向けた取り組みを行う。 

 

   ◇ふるさと・久留米応援事業（２．１．１９）（予算：１５６，９１９千円） 

ふるさと・久留米応援寄付制度による寄付の拡大を目指し、記念品数の

増加、ポイント制の導入などの見直しを行う。 

 

   ◇まち・ひと・しごと創生総合戦略の策定・推進事業【新規】（２．１．７） 

（３月補正予算：１０，０００千円） 

人口減少を克服し、将来にわたって活力ある久留米地域の実現を目指す

ために、地方版総合戦略を策定する。 

○情報誌掲載委託           ５９０千円 

○市民主体の情報発信事業 

（フェイスブックページ管理運営委託） ４９９千円 

○固定資産台帳整備支援業務委託【新規】 １７，０６４千円 

国の要請に基づき統一的な会計基準による財務書類等を作成する

のに必要な固定資産台帳を整備する。 

○記念品購入費       ５０，０００千円 

○ふるさと応援基金積立金 １００，０００千円 

○寄付促進ＰＲ広告料     ３，４５６千円 

○パンフレット作成委託    １，２８５千円 



３．主な新規事業                                   

 

平成２７年度の新規事業は、５１件 ９９８，８８６千円です。 

平成２６年度３月補正予算を含めると、７５件 １，８２２，７２４千円です。 

 ※上記の件数・金額について、「※施設型給付」は国の制度改正によるもののため、除いて集計し

ています。 

 

このうち主な新規事業は、次のとおりです。 

 

◎平成２７年度当初予算 

主な新規事業 
予算額 

（単位：千円） 
事業内容 

自転車利用促進事業 1,350 

安全で快適に回遊でき、まちなかを楽しむこと

が出来る「自転車が似合うまちづくり」を目指し、

市民や来街者が気軽に自転車を利用できる環境を

構築する。 

住生活推進事業 

（空き家活用リフォーム

助成） 

3,000 

コミュニティ維持や既存ストックの有効活用を

図るため、戸建て空き家の購入者に対して、リフ

ォームに対し助成を行う。 

コミュニティ・スクール 

（久留米版）推進事業 
26,851 

地域学校協議会を中心として学校・家庭・地域

の連携を強化し、「開かれた学校づくり」に向け、

地域や学校の特性を活かした協働の取り組みを進

める。 

中学校くるめ学力アップ

推進事業 

（学力向上コーディネータ

ーの配置） 

27,497 

教務担当主幹教諭を、学力向上の核となって企

画・立案及び調整等を行うコーディネーターとし

て指名するため、非常勤講師を配置する。 

健康のびのびプロジェク

ト事業 

（ラジオ体操指導者養成

事業） 

200 

健康の維持・増進や生活習慣病予防を図る手段

として有効なラジオ体操を推進するために、指導

者の養成に取り組む。 

石橋美術館事業 118,900 

平成２８年１０月に、石橋美術館の運営が、市

へ移行することに伴い、新たな美術館としてのビ

ジョン・コンセプトに基づく円滑な管理運営体制

を構築する。 

市民スポーツ推進事業 1,471 

市民が主体的にスポーツと触れ合う、校区を中

心とした新しい仕組みを提供し、気軽にスポーツ

を楽しめる環境を整備する。 

シンボルロード 

整備関連事業 
52,000 

ＪＲ久留米駅から西鉄久留米駅までの通りを

「くるめシンボルロード」として位置づけ、久留

米シティプラザ周辺において、安全・快適で賑わ

いのある空間整備を行う。 



まちなかの歩きたくなる

道づくり事業 
3,000 

まちなかの回遊性向上を図るため、くるめシン

ボルロード周辺に点在する歴史資源や文化資源を

つなぐ、安全で快適な歩行空間（プロムナード）

を整備する。 

連携中枢都市圏推進事業 5,780 

定住自立圏から連携中枢都市圏への移行に向け

て、国の「新たな広域連携モデル構築事業」に取

り組む。 

※ 

施設型給付費 
1,580,244 

 平成２７年度から実施される子ども・子育て支

援新制度において、法律に定められた子どものた

めの教育・保育にかかる給付費。 

 

◎平成２６年度３月補正予算 

主な新規事業 
予算額 

（単位：千円） 
事業内容 

定住誘導推進事業 

（移住誘導奨励金） 
16,711 

移住・定住を推進するために、住宅を新築または

購入し、市外から転入された世帯に対し、奨励金を

支給する。 

石橋美術館事業 639,806 

入館者増を図るため、ミュージアムコンサートな

どの実施や特別展の広報費に対する助成、美術品等

の購入に充てる美術振興基金への積立てを行う。 

担い手経営力強化事業 

（園芸作物導入支援） 
1,000 

水稲収穫後のほ場において、園芸作物等の作付を

行う集落営農法人等に対し、導入検討及び作付・出

荷に関する費用の支援を行う。 

久留米産農産物の 

販売力強化事業 

（輸出にかかる販売拡大 

補助金） 

1,000 
 久留米産農産物の販売力を強化するために、農業

団体等が行う輸出の取り組みに対し支援を行う。 

創業支援事業 24,455 
まちなかにおける創業を支援するために、インキ

ュベーション施設を整備する。 

産業振興奨励金 

（オフィス系企業誘致奨

励金） 

16,000 

地域産業の振興や雇用の創出を図るため、本市に

進出するオフィス系企業に対し、賃料やシステム設

置費などの経費の一部を助成する。 

まちなか賑わい創造事

業 
20,856 

まちなかの賑わいづくりに繋がる地域物産店づ

くりや学生コンペティション事業にかかる経費の

一部を助成する。 

 



４．財政状況                                   

 

 

 

 

 

 

 

 

※主要４基金とは、財政調整基金・都市建設基金・減債基金・土地開発基金のことです。 

 

【基金の状況】 

項 目 26 年度末 27 年度積立額 27 年度取崩額 27 年度末見込 

基金合計 243 億 8 千万円 3 億 5 千万円 51 億 6 千万円 195 億 7 千万円 

うち主要 4基金 130億 6千万円 1億 3千万円 30億円    101億 9千万円 

 

【市債の状況】 

項 目 26 年度末 27 年度借入額 27 年度償還額 27 年度末見込 

市債残高 1,345億 9千万円 195 億 1 千万円 110 億 3 千万円 1,430億 7千万円 

うち臨時財政対策債 454 億 8 千万円 48 億円       24 億 3 千万円 478 億 5 千万円 

差し引き通常債等 891億 1千万円 147億 1千万円 86億円       952億 2千万円 

 ＊臨時財政対策債・・・形式的には自治体が地方債を発行するが、償還に要する費用は後年度の

地方交付税で全額措置されるため、実質的には交付税の代替財源とみる

ことができる。 

 

【地方債区分ごとの借入状況（当初予算ベース）】 

地方債区分 26 年度予算 27 年度予算 増減 

建設地方債 111 億 8 千万円 147 億 1 千万円 35 億 3 千万円 

 通常債 49 億 4 千万円 83 億 6 千万円 34 億 2 千万円 

合併特例債 62 億 4 千万円 63 億 5 千万円 1 億 1 千万円 

借換債 3 億 8 千万円 ― △3 億 8 千万円 

臨時財政対策債 52 億 4 千万円 48 億円       △4 億 4 千万円 

合 計 168億円    195億 1千万円 27億 1千万円 

 

 

 

 

 

 

平成２７年度当初予算時点における主要４基金※の活用額は、前年同額の３０億

円としています。なお、決算時点での基金取り崩し額が極力少なくなるよう、予算

執行においてはさらなる創意工夫を図り、事務事業の経費節減に努めます。 

また、市債の発行にあたっては、交付税措置のある有利な地方債の活用を図り、

実質的な市債残高の抑制に努めます。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ＊平成２７年度予算：主要４基金３０億円の取り崩し（当初予算・前年同額）。 

    ＊平成２５年度末残高は、「地域活性化元気基金（25 年度積立、26 年度活用期限）」 

     約２５億円を含む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊平成２７年度末の市債残高見込は、市民一人あたり約４７万円。 

＊臨時財政対策債を除く負担は、市民一人あたり約３１万円。 

なお、通常債等は合併特例債など地方交付税による財源措置があるものも含まれます。 

※平成２７年２月１日人口３０５，８８５人で算定 
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 1,145   1,148   1,155    1,168   1,206   1,199    1,228 

1,346  

1,431  

1,264 



５．予算の姿　　　　　　　　　　　　    　　　　　　　　　　　　　　　　　  

（１）財政規模の推移
(単位:千円,％)

平成27年度 平成26年度

当初予算額(A) 当初予算額(B) 増減額(A-B) 増減率

256,739,000 242,533,000 14,206,000 5.9

139,400,000 134,640,000 4,760,000 3.5

国民健康保険事業 41,846,000 37,029,000 4,817,000 13.0

競輪事業 22,890,000 18,320,000 4,570,000 24.9

中央卸売市場事業 388,000 381,000 7,000 1.8

住宅新築資金等貸付事業 23,000 21,000 2,000 9.5

市営駐車場事業 93,000 63,000 30,000 47.6

介護保険事業 23,970,000 24,340,000 -370,000 -1.5

簡易水道事業 44,000 65,000 -21,000 -32.3

地方卸売市場事業 7,000 10,000 -3,000 -30.0

農業集落排水事業 229,000 206,000 23,000 11.2

特定地域生活排水処理事業 235,000 225,000 10,000 4.4

後期高齢者医療事業 4,022,000 3,791,000 231,000 6.1

母子父子寡婦福祉資金貸付事業 113,000 124,000 -11,000 -8.9

計 93,860,000 84,575,000 9,285,000 11.0

水道事業会計 7,387,000 7,843,000 -456,000 -5.8

下水道事業会計 16,092,000 15,475,000 617,000 4.0

計 23,479,000 23,318,000 161,000 0.7

公
営
企
業
会
計

区  　　　分
比　 　較

一　般　会　計

久留米市予算総額

特
　
別
　
会
　
計



（２）一般会計歳入
(単位:千円,％)

対前年度
構成比 構成比 伸  率

1 市税 38,915,004 27.9 38,374,004 28.5 1.4
2 地方譲与税 796,000 0.6 814,000 0.6 -2.2
3 利子割交付金 81,000 0.1 86,000 0.1 -5.8
4 配当割交付金 143,000 0.1 125,000 0.1 14.4
5 株式等譲渡所得割交付金 71,000 0.0 20,000 0.0 255.0
6 地方消費税交付金 5,539,000 4.0 3,753,000 2.8 47.6
7 ゴルフ場利用税交付金 9,000 0.0 10,000 0.0 -10.0
8 自動車取得税交付金 156,000 0.1 150,000 0.1 4.0
9 国有提供施設等所在市町村助成交付金 104,000 0.1 107,000 0.1 -2.8

10 地方特例交付金 147,000 0.1 134,000 0.1 9.7
11 地方交付税 21,268,000 15.3 22,877,000 17.0 -7.0
12 交通安全対策特別交付金 78,500 0.0 75,000 0.1 4.7
13 分担金及び負担金 1,464,712 1.0 1,705,189 1.3 -14.1
14 使用料及び手数料 2,383,648 1.7 1,945,322 1.4 22.5
15 国庫支出金 27,490,207 19.7 26,003,706 19.3 5.7
16 県支出金 9,159,634 6.6 7,412,119 5.5 23.6
17 財産収入 784,128 0.6 449,675 0.3 74.4
18 寄附金 159,015 0.1 52,150 0.0 204.9
19 繰入金 5,177,004 3.7 7,107,339 5.3 -27.2
20 繰越金 700,000 0.5 800,000 0.6 -12.5
21 諸収入 5,264,948 3.8 5,839,496 4.3 -9.8
22 市債 19,509,200 14.0 16,800,000 12.5 16.1

合　　　計 139,400,000 100.0 134,640,000 100.0 3.5

平成27年度当初予算額 平成26年度当初予算額
区　　　　分

自主財源

54,848

39.3%
依存財源

84,552

60.7%

市税
38,915
27.9%

諸収入
5,265
3.8%

その他
10,668
7.6%

市債
19,509
14.0%

国庫支出金
27,490
19.7%

地方交付税
21,268
15.3%

県支出金
9,160
6.6%

譲与税・交付金
7,125
5.1%

歳入総額

139,400百万円

地方譲与税 796

利子割交付金 81

配当割交付金 143

株式等譲渡所得割交付金 71                       

地方消費税交付金 5,539

ゴルフ場利用税交付金 9

自動車取得税交付金 156

国有提供施設等所在

市町村助成交付金 104

地方特例交付金 147

交通安全対策特別交付金 79

使用料及び手数料 2,383

分担金及び負担金 1,465

財産収入 784

寄附金 159

繰入金 5,177

繰越金 700

【単位：百万円】



（３）一般会計歳出（目的別）
(単位:千円,％)

対前年度

構成比 構成比 伸  率

 1  議会費 746,571 0.5 707,399 0.5 5.5

 2  総務費 9,033,381 6.5 9,652,990 7.2 -6.4

 3  民生費 56,064,318 40.2 54,443,604 40.4 3.0

 4  衛生費 13,452,055 9.7 10,460,121 7.8 28.6

 5  労働費 322,879 0.2 463,793 0.3 -30.4

 6  農林水産業費 3,709,988 2.7 3,341,863 2.5 11.0

 7  商工費 6,104,795 4.4 7,198,699 5.4 -15.2

 8  土木費 14,275,608 10.2 14,045,603 10.4 1.6

 9  消防費 3,088,878 2.2 3,076,841 2.3 0.4

10  教育費 19,853,282 14.3 18,042,421 13.4 10.0

11  災害復旧費 2 0.0 2 0.0 0.0

12  公債費 12,600,125 9.0 13,057,794 9.7 -3.5

13  諸支出金 28,118 0.0 28,870 0.0 -2.6

14  予備費 120,000 0.1 120,000 0.1 0.0

  　　　合　　　計 139,400,000 100.0 134,640,000 100.0 3.5

【単位：百万円】

区　　　　分
平成27年度当初予算額 平成26年度当初予算額

歳出総額
118,480百万円

民生費
56,064
40.2%

教育費
19,853
14.3%

土木費
14,276
10.2%

公債費
12,600
9.0%

衛生費
13,452
9.7%

総務費
9,033
6.5%

商工費
6,105
4.4%

農林水産業費
3,710
2.7%

消防費
3,089
2.2%

議会費
747
0.5%

その他
471
0.3%

歳出総額

139,400百万円

労働費 323

諸支出金 28

予備費 120



（４）一般会計歳出（性質別）
(単位:千円,％)

対前年度
構成比 構成比 伸  率

    人件費 14,486,781 10.4 14,185,815 10.5 2.1
    物件費 17,864,041 12.8 17,234,252 12.8 3.7
    維持補修費 1,553,109 1.1 1,491,659 1.1 4.1
    扶助費 37,217,111 26.7 34,076,454 25.3 9.2
    補助費等 14,242,584 10.2 14,717,849 10.9 -3.2
    公債費 12,593,932 9.0 13,051,583 9.7 -3.5
    積立金 320,981 0.2 236,882 0.2 35.5
    投資及び出資金 209,250 0.2 108,013 0.1 93.7
    貸付金 4,224,600 3.0 5,335,850 4.0 -20.8
    繰出金 10,571,806 7.6 9,999,705 7.4 5.7
    普通建設事業 25,995,803 18.7 24,081,936 17.9 7.9
    災害復旧事業 2 0.0 2 0.0 0.0
    予備費 120,000 0.1 120,000 0.1 0.0

 　歳 出 合 計 139,400,000 100.0 134,640,000 100.0 3.5

【単位：百万円】

区　　　　分
平成27年度当初予算額 平成26年度当初予算額

扶助費
37,217
26.7%

普通建設事業
25,996
18.7%

補助費等
14,242
10.2%

人件費
14,487
10.4%

物件費
17,864
12.8%

公債費
12,594
9.0%

繰出金
10,572
7.6%

貸付金
4,225
3.0%

維持補修費
1,553
1.1%

その他
650
0.5%

歳出総額

139,400百万円

積立金 321

投資及び出資金 209

予備費 120


